
 

 

い
た
の
に
保
育
園
に
入
れ
な
か
っ
た
」

例
な
ど
潜
在
的
な
待
機
児
童
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
保
育
園
の
増
設
、
子
ど
も

医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
、
介
護
保
険

の
新
総
合
事
業
な
ど
に
つ
い
て
質
問
。 

さ
ら
に
、
健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
の
予
算
増
額
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
計
画
の
見
直

し
、
大
型
開
発
の
事
業
費
圧
縮
な
ど
に
つ

い
て
市
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 「
新
総
合
事
業
移
行
後
も
サ
ー
ビ

ス
利
用
を
制
限
し
な
い
」
と
答
弁 

介
護
保
険
法
の
「
改
正
」
に
よ
り
、

新
年
度
か
ら
要
支
援
１
、
２
の
人
の
訪

問
介
護
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
、
市
が
実

施
す
る
「
新
総
合
事
業
」
に
移
行
さ
れ

る
が
、
移
行
後
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は

確
保
さ
れ
る
の
か
と
質
問
し
ま
し
た
。 

市
長
は
「
新
総
合
事
業
に
移
行
後
も
、

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
制
限
す
る
こ
と
な

く
、
支
援
を
必
要
と
す
る
方
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
運

用
」
す
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 「
健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
」

の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
る 

健
幸
す
ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

は
、
新
年
度
予
算
案
で
は
、
従
来
の
子

育
て
世
帯
に
加
え
、
６
０
歳
以
上
の
方

が
い
る
世
帯
も
対
象
と
さ
れ
、
予
算
額

は
１
億
円
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
が
、
同

制
度
の
経
済
効
果
は
す
で
に
実
証
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
中
小
企
業
支
援
、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

経
済
施
策
と
し
て
予
算
を
さ
ら
に
増
額

す
べ
き
だ
と
求
め
ま
し
た
。 

 柏
崎
刈
羽
原
発
「
再
稼
働
を
論
じ

る
状
況
に
は
到
底
な
い
」
と
答
弁 

質
問
の
第
三
の
柱
で
は
、
柏
崎
刈
羽
原

発
、
共
謀
罪
、
自
衛
隊
の
南
ス
ー
ダ
ン
派

遣
問
題
に
つ
い
て
、
市
長
の
政
治
姿
勢
を

た
だ
し
ま
し
た
。 

渡
辺
議
員
は
、
市
長
は
「
柏
崎
刈
羽
原

発
の
一
日
も
早
い
廃
炉
へ
の
工
程
表
を
」

と
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、「
再

稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と
い
う
立
場
だ

と
の
認
識
で
間
違
い
な
い
の
か
と
た
だ

し
ま
し
た
。 

市
長
は
「
先
日
、
明
ら
か
に
な
っ
た
免

震
重
要
棟
の
問
題
か
ら
も
現
段
階
に
お

い
て
再
稼
働
を
論
じ
る
状
況
に
は
到
底

な
い
。
原
子
力
発
電
所
は
将
来
必
ず
廃
炉

の
課
題
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
も
、
今
後
の

対
応
は
最
も
安
全
な
廃
炉
を
優
先
し
て

考
え
る
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

 共
謀
罪
「
政
府
は
法
案
提
出
の
是
非

に
つ
い
て
も
十
分
議
論
を
尽
く
す
べ

き
」と
の
見
解
示
す 

「
テ
ロ
対
策
」
の
名
で
国
民
を
欺
き
、

国
民
の
思
想
、
内
心
ま
で
取
り
締
ま
ろ
う

と
い
う
共
謀
罪
法
案
は
、
モ
ノ
言
え
ぬ
監

視
社
会
を
つ
く
る
現
代
版
の
治
安
維
持

法
で
あ
る
と
し
て
、
憲
法
が
保
障
す
る
国

民
の
思
想
信
条
、
内
心
の
自
由
を
守
る
立
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２
月
議
会
―

渡
辺
有
子
議
員
が
代
表
質
問 

 

 

 

渡
辺
有
子
議
員
は
２
月
２
４
日
、
日

本
共
産
党
市
議
団
を
代
表
し
て
質
問
に

立
ち
、
①
２
０
１
７
年
度
国
家
予
算
に

対
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
②
新
潟
市
の

２
０
１
７
年
度
予
算
編
成
と
市
政
運
営

に
つ
い
て
、
③
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て
―
の
三
つ
の
柱
に
そ
っ
て
篠
田
市

長
の
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。 

 

戦
争
す
る
国
づ
く
り
に
突
き
進 

む
国
の
予
算 

渡
辺
議
員
は
、質
問
の
第
一
の
柱
で
、

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
に
関
わ
る
社
会

保
障
費
関
係
経
費
の
圧
縮
・
国
民
負
担

増
の
一
方
で
、
防
衛
費
は
過
去
最
大
規

模
と
さ
れ
、
海
外
で
戦
争
す
る
国
づ
く

り
に
突
き
進
む
予
算
と
な
っ
て
い
る
と

指
摘
し
、市
長
の
見
解
を
問
い
ま
し
た
。 

 市
民
の
く
ら
し
と
健
康
を
守
る 

こ
と
を
最
優
先
に
す
る
予
算
に 

質
問
の
第
二
の
柱
で
は
、
市
民
の
く

ら
し
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

す
る
こ
と
を
求
め
、「
第
５
希
望
ま
で
書

 

場
か
ら
共
謀
罪
法
案
の
提
出
を
断
念
す

る
よ
う
政
府
に
求
め
る
べ
き
だ
と
市
長

に
迫
り
ま
し
た
。 

市
長
は
「
政
府
は
、
国
の
最
高
法
規
で

あ
る
憲
法
を
十
分
に
尊
重
し
、
法
案
提
出

の
是
非
に
つ
い
て
も
十
分
な
議
論
を
尽

く
す
べ
き
」
だ
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 「
南
ス
ー
ダ
ン
は
本
格
的
な
内
戦
に

発
展
す
る
危
険
性
あ
る
」と
市
長 

Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
は
、
紛
争
当
事
者
間
で
の
停

戦
合
意
な
ど
「
参
加
５
原
則
」
を
定
め
て

い
る
が
、
深
刻
な
内
戦
状
態
に
あ
る
南
ス

ー
ダ
ン
の
現
状
は
、
こ
の
原
則
に
反
す
る

事
態
で
あ
り
、
憲
法
９
条
に
照
ら
し
て
自

衛
隊
派
遣
の
土
台
が
崩
れ
て
い
る
こ
と

は
明
ら
か
だ
と
し
て
、
市
長
に
南
ス
ー
ダ

ン
か
ら
の
自
衛
隊
部
隊
の
撤
退
を
国
に

働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。 

市
長
は
「
安
全
保
障
関
連
法
に
よ
り
、

駆
け
付
け
警
護
な
ど
武
器
使
用
基
準
が

緩
和
さ
れ
た
が
、
多
く
の
国
民
が
反
対
の

声
を
上
げ
た
事
実
は
、
平
和
を
望
む
国
民

の
多
く
が
不
安
や
疑
問
を
抱
え
て
い
た

た
め
と
認
識
し
て
い
る
。
今
回
の
自
衛
隊

の
南
ス
ー
ダ
ン
派
遣
で
は
、
本
格
的
な
内

戦
に
発
展
す
る
危
険
性
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
」
と
の
考
え
を
表
明
し
ま
し
た
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人
口
減
少
対
策
調
査
特
別 

委
員
会
が
行
政
視
察 

１
６
日
、
１
７
日
の
２
日
間
、
人
口
減

少
対
策
調
査
特
別
委
員
会
の
行
政
視
察

が
行
わ
れ
、
党
議
員
団
か
ら
は
、
特
別
委

員
会
委
員
長
の
飯
塚
孝
子
議
員
と
、
委
員

の
平
あ
や
子
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。 

初
日
は
静
岡
県
浜
松
市
役
所
を
訪
れ
、

「
浜
松
市
“
や
ら
ま
い
か
”
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
に
つ
い
て
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
、

２
日
目
は
３
０
代
の
子
育
て
世
帯
の
人

口
増
加
が
顕
著
な
千
葉
県
流
山
市
の
市

役
所
を
訪
問
し
、
「
流
山
市 

ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
流
山
市
は
定
住
人
口
増
加

策
と
し
て
、
共
働
き
の
子
育
て
世
代
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
と
し
、
駅
前
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
設
置
な
ど
、
共
働
き
世
帯
が
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。 

新
潟
市
も
財
政
面
を
含
め
、
出
産
、
子

育
て
を
し
や
す
い
社
会
環
境
づ
く
り
に

本
腰
を
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

このチラシは政務活動費を利用して作成しています。 

２～３月議会の日程 

３月３日(金) 本会議（一般質問） 

３月６日(月) 本会議（一般質問） 

３月７日(火) 本会議（一般質問） 

全員協議会 

３月８日～10 日 各常任委員会 

３月13日～16日 各常任委員会 

３月 22 日(火) 議会運営委員会 

本会議(採択) 

 


